
 1996 年千葉県生まれ。宇宙飛行士として 2010 年 4 月スペースシャトル ディス

カバリー号に搭乗し、国際宇宙ステーションでの任務を遂行。 2 週間のこのミッショ

ンでは、機材を国際宇宙ステーションに取り付けるロボットアームの操作と移送物資

の管理や作業の指揮を執る物資移送責任者を務めた。 （2014年 11月現在） 

 

 

［宇宙飛行士 山崎直子さん 講演： “宇宙、人、夢をつなぐ”］ 

（201４年１１月 2６日、福島県郡山市にて開催  約 900 名の小中学生が参加） 

 

JAL 財団では、地球規模で考え行動できる青少年の育成を

目的にした「地球人講座」を、2003年度より国内外各地で開催

してきました。 

今回は、宇宙飛行士として2010年4月スペースシャトル デ

ィスカバリー号に搭乗し、国際宇宙ステーションでの任務を遂

行された山崎直子さんに「宇宙、人、夢をつなぐ」と題して、宇

宙飛行士になるまでのご自身の体験や宇宙での経験を福島

県郡山市の小中学生に語っていただきました。 

 

山崎さんは、国際宇宙ステーションでの経験や夢を叶えるまで

の道のりを紹介しながら、参加した小中学生約 900 人に、「宇宙

は遠い存在ではなく身近なもの。Wonderful という言葉にあるよう

に未知、不思議なこと（Wonder）がいっぱいあること(Full)は素晴

らしいこと。人生は未知なことが多く、楽しいことばかりではないけ

れど、諦めずに夢に向かって進んでいくことは決して無駄になら

ない。」と、夢を持ち努力することの大切さ、今しかできないことに

一所懸命取り組むことの大切さを語ってくださいました。 

 

子どもたちの多くの質問にも丁寧に答えてくださり、「宇宙の様子を間近で見ながら宇宙の体験

を聞いて感動した」、「宇宙に行ってみたい」、「宇宙への興味が深まった」、「夢に向かって今を

頑張ってすごしたい」などの多くの感想が寄せられ、 子供たちの心に響く貴重な講演会となりま

した。  

 
 

 

JAL財団主催 「地球人講座 in 郡山」 開催 


